
 

◆アスム療育・研修センター 研修会申込 申込先ＦＡＸ番号 ０２２４-８７-８２２１◆ 

申込から 1 週間以内にお振込下さい。振込を確認した時点で受付となり、ご希望された連絡先への通知で受付完了となります。 

ふりがな  
住 所 

〒□□□―□□□□（自宅・職場） 
氏 名  

電話番号 （自宅・職場） 

所 属 

○でお囲み下さい 保護者 支援者 関係者 その他 

 

FAX 番号 （自宅・職場） 

Ｅメール 
※受付の連絡方法を E メールでご希望の方は、必ずご記入下さい。 

受付完了 

連絡方法 

○でお囲み下さい 

TEL・FAX・メール・その他（     ） 
振込名義 

※申込者と名義が異なる方は、必ずご記入ください。 

お客様よりお預かりした個人情報は、アスム療育・研修センターからのご連絡・ご案内・各種資料の送付に利用させていただきます。また、これらの個人情報はご提供いただく際の目的以外では使用いたしません。 

申込方法について 
申込は、FAX または E メールで受付いたします。（ホームページからも申込いただけます。）申込から 1 週間以内にお振込みをお願いいたします。振込を確認した時点で受付となり、記載いただいた連絡先への通知をもって受付完了となりま

す。（入金から 3 営業日を過ぎても入金完了の連絡が届かない場合は、弊社までご連絡ください。）連絡先がない場合、受付をいたしませんのでご注意ください。FAX の場合、こちらの研修会申込票に必要事項をご記入の上、お申し込みくだ

さい。メールの場合、infotop@aasem-center.net に必要事項を入力してください。件名には、「研修会申込」とお書きください。本文には、「講座名」、「氏名（ふりがな）」、「所属」、「住所」、「連絡先」を記載してください。また、申込者と振込

名義が異なる方は、必ず「振込名義」を記載してください。受講料は、銀行振込前払いのみとさせていただきます。（会場でのお支払いは、受付いたしません。）振込は、開催日の前日確認分まで受付いたします。尚、研修の性格上お子さま

の入場はお断りさせていただいております。予めご了承ください。キャンセルについて、単発研修およびスポット受講の場合は開催 3 日前までの連絡に限り返金いたします。 連続受講される方につきましては、第 1 回開催 3 日前までの連絡

に限り返金対応とさせていただきますのでご注意下さい。 連続受講中の途中キャンセルの場合につきましても、準備の都合上、残額の返金はできかねますのでご了承下さい。返金手数料は、差し引かせていただきますのでご了承下さい。 

お振込先：七十七銀行 槻木支店(804) 普通 9101888 株式会社アスム療育・研修センター 

株式会社アスム療育・研修センター 
宮城県柴田郡柴田町槻木上町 1-1-71  

TEL 0224-87-8220 FAX 0224-87-8221 

infotop@aasem-center.net 

http://www.aasem-center.com/ 

 

主催 アスム療育・研修センター 自閉症支援実践コース 

親とのコラボで学ぶ 

包括的支援 
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会 場・定 員・受講料 

会 場：仙都会館（仙台市青葉区中央二丁目 2-10） 

定 員：２０名（定員になり次第受付終了となります） 

受講料：９，０００円 

日 時 

2017 年 11 月 19 日（日）13：30～16：30 

 

講 師 

大宮 弘人（総合療育コンサルタント・当社代表取締役） 

片瀬 道 （総合療育コンサルタント・臨床心理士） 

※AASEM 認定プロフェッショナル 

 

切れ目のない支援を支えるための、考え方と方法 

変化に弱い自閉症の人たちが就学や進級で環境が変わっても困らないよ

うにするために。自由が苦手な自閉症の人たちが『よか』の時間を困らず

に過ごせるように。 

 講師は親であると同時に支援者でもある保護者と臨床心理士の二人。 

 親支援者の語りは、具体的で身近なものばかりです。そこに、専門家が

障がい特性との関連付け、他の事例への応用の仕方などを解説します。家

庭で、集団で、子どもたちのこれからをどう支援するかが見えてきます。 

 親支援者と専門家、スタート地点は違うけれども共同で療育をしてきた

両者がコラボすることで「親だからこそ語れる支援」と「専門家だからこ

そ語れる支援の意味」という二つの方向から光を当てます 

【概要】 

講義：「サポートブックの考え方と実際」………… 片瀬 道 
対談：「よか支援の実際」………………大宮 弘人・片瀬 道 
講義：「自閉症の包括的支援」……………………… 片瀬 道 

 
この子が今幸せで、その幸せがこれからも続くように 

そんな願いを込めた 切れ目のない支援 を目指しての学びです 

アスム 自閉症 

自由が難しい 

なんて 

知らなかった 

サポートブックって 

できるだけたくさん 

書けばいいんじゃないの？ 
この子たちにとって本当に必要なことを 

考え直すきっかけになった 


